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足場は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省 基発第0424001号)」

の 「手すり先行工法等に関するガイドライン」により「働きやすい安心感のある

足場の組立、解体又は変更の作業は「手すり先行工法による足場の組立等に関する

基準」の２の(２)手すり据置方式又は(３)手すり先行専用足場方式を採用すること。

建 築 工 事 特 記 仕 様 書

【１】　工　事　概　要

【２】　適　用　範　囲

１．工 事 場 所

２．敷 地 面 積

３．建築物概要

４．そ　の　他

　 すべての設計図書は相互に補完するものとし、相違がある場合は、上記の順番を優先順位とする。

　 上記の標準仕様書とは、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書（建築工

棟　　　　名 構　　　造 階　　数

㎡

建築面積(㎡) 延べ面積(㎡) 備　　考

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章

２

仮

設

工

事

項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

発生材の処理等

(ｱｽﾍﾞｽﾄ成形板)

処理を行う範囲

施工調査

○

図示（仕上げ表による　床・壁・天井毎に種別を確認）

全ての室

(1)

(2)

(3)

(4)

アスベスト成形板使用部位の確認

　記載上の成形板及びその使用範囲以外についても

アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

アスベスト成形板使用数量の確認

施工範囲等の確認

○

建具工事 ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

技能士 (1.5.2)

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

工事種別

○

○

○

○

とび作業

鉄筋組立作業

左官作業

ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工作業

適用する技能士の技能検定における選択作業

○

○

型枠工事作業

ALCﾊﾟﾈﾙ工事作業

○とび作業構造物鉄工作業

防水工事 ○

○

○

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

○ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業

○

○ｶﾞﾗｽ工事作業

○

○

ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

FRP防水工事作業

石工事

タイル工事

木工事

○

○

石張り作業

タイル張り作業

大工工事作業

内外装板金作業 ○かわらぶき作業

○

○

○

ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

屋根及びとい工事

(1.5.2)

金属工事

左官工事

塗装工事

○鋼製下地工事作業

左官作業

○スレート工事作業

○

内装工事 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事作業

ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上工事作業

○

○壁装作業

ガラス工事作業 自動ドア施工作業

ﾎﾞｰﾄﾞ仕上工事作業

排水工事

舗装工事 ○溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業

○造園工事作業植栽工事

○加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

ﾌﾞﾛｯｸ及びALCﾊﾟﾈﾙ工事

建築塗装作業

建築配管作業

化学物質の

確認方法

処理方法

成形板の製造年等の確認

あらかじめ処理計画書を作成し、適切に解体処分等を行うこと。

○Ｘ線解析法

　 現場説明書（質疑回答書を含む）、本特記仕様書、図面、標準仕様書に示す範囲とする。

ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

内外装板金作業

濃度測定 (1.5.9)

中長期保全計画書

主要材料の製造所名、所在地、連絡先、非常時の連絡体制一覧表

建物等の清掃の要点

建物、工作物、植裁等を管理する上での保全業務の要点

建物に設置されている家具、機器等及び部位毎の仕上げの概要説明

建物を使用する上での注意事項

建物の主要な構造部及び外構についての説明

敷地、建物の構造規模、主要な設備構成等の建物概要

「業務共通仕様書」を参考として作成すること。

　建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き」建築保全

○

○

○

○

○

○(1.7.3)

(1.7.2)

保全に関する資料

完成図

(2.2.4)

足場その他

仮

設

工

事

２

6

工事用水 

工事用電力

仮囲い等 

設計ＧＬ

構内既存の施設

構内既存の施設

○

○設計ＧＬ＝現状ＧＬ

利用できない

利用できない

利用できる

利用できる

（

（

有償

有償

○

○

無償

無償

 ）

 ）

2

(2.3.1)

規模

仕上

備品

7

土間断熱材

地盤改良 ○現場発生土を再利用する。

セメント及びセメント系固化材を使用した改良土を使用する場合、六価クロム溶出試

験を実施し、土壌環境基準を勘案して必要に応じ適切な措置を講じること。また、

再利用しようとする場合は、基準以下であることを確認すること。

とすること。

厚さ

改良方法

※ ㎜ ○ ㎜

○

２５

土

工

事

３

杭の支持地盤への掘削深さ

基礎種別 杭基礎 杭の種別、本数等

工法

試験杭

構造図による

構造図による

地

業

工

事

４

2地盤の載荷試験

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ地業

床下防湿層

(4.2.4)

(4.6.3)

 (4.6.4)

(4.6.5)

直接基礎

厚さ（㎜）

材料

厚さ（㎜）

施工範囲

杭の載荷試験

継杭溶接部試験

載荷試験

再生クラッシャラン

○

建物内の土間スラブ(土間ｺﾝｸﾘｰﾄ含む)の直下（ピット下を除く）

捨ｺﾝｸﾘｰﾄの直下

○

○

○

６０

５０

砂利及び砂地業

ｱｰｽｵｰｶﾞｰの支持地盤への掘削深さ

杭継手

杭の水平方向位置ずれ精度

ｱｰｸ溶接 ○無溶接継手

構造図による

構造図による

構造図による

山留めの撤去

(3.3.3) ○

撤去する

施行規則第７条第３項１３号及び第４項に規定する方法

京都府土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例○

仮置場所

構外搬出適切処理

構内指示の場所にたい積

構内指示の場所に敷き均し

○

○

土壌調査

(3.2.5)

建設発生土

行う（受入場所指定の検査）

受入場所

構外指示の受入場所に処分○

※中丹東土木事務所管内及び丹後土木事務所管内で、

搬出土量が少量（５００m3以内）かつ緊急の場合等

○

埋め戻し及び

盛土 (3.2.3)

○

○

○

○

Ａ種　砂質土（山砂の類）を水締め又は機器による締固め

Ｂ種　根切り土の中の良質土を機器による締固め

Ｃ種　他現場の建設発生土の中の良質土を機器による締固め

Ｄ種　再生コンクリート砂を水締め又は機器による締固め

建設発生土（盛土材）の外部からの受入土量（

発生場所　（

ｍ3）

）

(表3.2.1)

切込砂利及び切込砕石

の処理

図示による

図示による

図示による

図示による

　 本書に特に記載のない事項にあっても、すべて、「標仕」の適用を受けるものとする。

図示による

１

　

　

一

般

共

通

事

項

１

　

　

一

般

共

通

事

項

(一財)城陽山砂利採取地整備公社

○

○

行う（構造図による）

行う（構造図による）

行う（浸透探傷試験　　　　　　　本）

行う（下記以外は構造図による）

「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」((一財)日本建築ｾﾝﾀｰ)を参考

14

⑰

19

(8.4.3、8.5.3)

(10.5.3)

(13.2.3～13.4.3)

建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分等

風速（Vo)

地表面粗度区分

多雪地域の指定

○ Ⅰ

なし

○

○ Ⅱ

あり

Ⅲ ○ Ⅳ

(平成12年5月31日建設省告示第1454号)３２

現場代理人

④

⑤

工事工程報告

）曜日に提出する。

⑥

に対する性能

③

章 項　　　　目

①適用基準等

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

○

○

（注：監修欄「国土交通省」は国土交通省大臣官房官庁営繕部を、「建設大臣」は建設大臣官房官庁営繕部を示す）

建築工事標準詳細図

敷地調査共通仕様書

公共建築改修工事標準仕様書

公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)

公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：建設大臣）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）

建築鉄骨設計基準及び同解説

建築材料等 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のも

（評価名簿によるもの）

等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新版）」 にある材料とする。

下記材料品目は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材

に提出し、その確認をもって、品質・性能の確認があったものとすることができる。

②

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

床型枠用鋼製デッキプレート（ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ）、鉄骨柱下無収縮モルタル、

成形伸縮目地材、乾式保護材(防水立上部)、陶磁器質タイル、既製調合モルタル

アルミニウム製建具、鋼製建具、鋼製軽量建具、ステンレス製建具、

錠前類（ｼﾘﾝﾀﾞ箱錠、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞ本締り錠）、クローザー類(ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、

ﾋﾝｼﾞｸﾛｰｻﾞｰ、ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ)、自動扉機構（制御装置・駆動装置、検出装置、

制御装置・駆動装置・検出装置）、自閉式上吊り引戸機構(手動開き式)、

重量シャッタｰ、軽量シャッタｰ、ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ、ガラス(ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ、型板ｶﾞﾗｽ、

網入板ｶﾞﾗｽ・線入板ｶﾞﾗｽ、熱線吸収板ｶﾞﾗｽ、倍強度ｶﾞﾗｽ、熱線反射ｶﾞﾗｽ）、

ガラスブロック(中空)、防水剤、現場発泡断熱材、ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（3000N、5000N）、

可動間仕切、移動間仕切(ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ)、トイレブ-ス、煙突用成形ライニング材、

天井点検口、床点検口、グレーチング、屋上緑化システム（屋上緑化システム、

屋上緑化軽量システム）、トップライト、エポキシ樹脂、

タイル部分張替え用接着剤、ポリマーセメントモルタル、

（監修：国土交通省）

公共建築木造工事標準仕様書

鋳鉄製ふた（マンホールふた・弁枡ふた）

無収縮グラウト材（ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ形、現場調合形）、押出成形セメント板、

（ﾀｲﾙ工事用）、既製調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材（ﾓﾙﾀﾙ用）、

１

　

　

一

般

共

通

事

項

【３】　工　事　区　分

　 設計図書による。

　 別契約の施工上密接に関連する工事との取合い部分が発生する場合は、別紙工事区分表による。

【４】　工　事　仕　様

1,設計図書による。設計図書に記載されていない事項は、「標仕」のほか別記の適用基準による。

2,項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

3,特記事項は､●印の付いたものを適用する｡●印の付かない場合は､※印の付いたものを適用する｡

4,項目及び特記事項に記載の（　）内表示番号は「標仕」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

※印と●印の付いた場合は、共に適用する。※印が抹消された場合は、●印のみ適用する。

工事実績情報の

(1.1.4)

⑦

登録

設備工事との 施工範囲

図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

図示した壁、天井の仕上材、下地材の切込み及び下地材の補強

駆動装置が電動による建具類の二次配線及び操作スイッチ

自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

施工図

取合い

風圧力及び積雪

特別な材料の工法

施工図等の

(1.2.3)取扱い

⑨

工事写真

(1.2.4)

⑩

○

設計図書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

本工事の施工にあたっては、請負契約書第１０条に基づく現場代理人は、主任技術

者又は監理技術者と同様、受注者と直接的かつ恒常的な雇用関係のある者を選任

しなければならない。

月報は毎月末日に〆め、翌月5日までに提出する。

週報は毎週（

適用する　（適用事項は、現場説明書による）

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲される。 

アスベスト成形板の撤去に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の

「非飛散性ｱｽﾍﾞｽﾄ廃棄物の取扱いに関する技術指針」に従い、

適用する　（適用事項は、現場説明書による）

作成する （提出部数 部）○

完成図等の電子データによる提出については、現場説明書による。

作成する 部）○２部（提出部数

作成する 部）○２部（提出部数

下記に定めるほかは、現場説明書による

平板載荷試験 試験箇所数

設計地耐力

箇所

t/㎡

（試験位置図示）

○

※

ポリエチレンフィルム　厚さ0.15mm　重ね幅縦及び基礎梁際のみ込み 250㎜以上

押出法ポリスチレンフォーム３種ｂのスキン層付き

○

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り

合板又はせっこうﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

流し台ネット回線コピー機 ○○○

掃除具○

黒板○

懐中電灯

製図板○

○

○ 湯沸器○

掛時計○

加入電話機○

温度計○

○

消火器○

書棚○

（上記６品、　　　人分程度）

衣類ﾛｯｶｰ○雨がっぱ○ゴム長靴○保護帽○いす○机○

100㎡程度○

ﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ敷き○

○

鉄板張り調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り○

65㎡程度○

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ敷き

設ける（畳敷き）

○

35㎡程度

○

○20㎡程度

設けない

合板張り素地

○

○

○

○

○

10㎡程度

休憩室

屋根

内壁､天井

床

○

建築工事施工チェックシート

発生材の処理等 ○

○

○

○

○

引渡しを要するもの

現場において再利用を図るもの、再生資源化を図るもの

○

○

指定副産物以外の搬出

特別管理産業廃棄物の処理

アスファルトコンクリート塊 

指定地処分

自由処分

（

（

（

※

（

最寄りの再資源化施設へ搬出すること

構外搬出適切処理

）

）

）

）

）

建設発生木材セメントコンクリート塊

指定副産物の搬出（詳細は現場説明書による）

指定副産物の処分地（詳細は現場説明書による）

(1.3.3)

電気保安技術者

施工条件

(1.3.5)

11

⑫

適用する

現場説明書による

完

成

時

○

着　 　工　 　前

工 　　事　 　中

( 

( 

  )箇所

  )箇所

部 数

１

１

２

２

○

○

○

○

(ネガ１枚につき)

○

○

カラーサービス版

カラーサービス版

カラーサービス版

カラーキャビネ版

カラーキャビネ版

カラーパネル半切

　分　類 ・ 規　格

○

24×36以上

24×36以上

24×36以上

60×70以上

24×36以上

60×70以上

原版の大きさ（㎜）

屋　　　内

外　　　観

デジタル写真の撮影にあたり、完成写真については有効画素数300万画素程度、工

事写真は有効画素数130万画素程度とし、黒板の文字等の内容が判読できる精度

を確保するものとする。

　 事編）（平成28年版）をいう。（以下、これを「標仕」という。）

平成28年版

平成27年版

平成10年版

⑬

(1.3.11)

⑧

○

○

○

○

○

営繕工事写真撮影要領（最新版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）によるほか

○

○

○

○ ○

○

○

⑮

○

○

○

○

足場に関する基準」に適合する手すり、中桟及び幅木の機能を有する足場とし、

○

○

○

○

○

○

冷暖房機器

標仕（平成28年版）

○

○建築工事監理指針 (平成28年版)

建築工事標準詳細図 (平成28年版)

○

○

○

○

存置する

○

○

営繕工事写真撮影要領(最新版)及び同解説/工事写真の撮り方（建築編）

再生資源利用(促進)計画書、実施書の提出

詳細は現場説明書「Ⅱ特記事項　14建設副産物の取扱い　2)再生資源利用(促進)

計画・実施書について」による。

（

のとする。ただし、同等のものとする場合は監督員の承諾を受ける。

また、同評価事業の評価を受けたものを使用する場合は、評価書の写しを監督員

日報は監督員の指示による。

設備機器の位置､取合等の検討できる施工図を提出し､監督員の承諾を受ける。

は監督員の指示による。

下記のものを監督員に提出する。

完成写真撮影場所は、監督員の指示による。

完成写真撮影業者は、監督員の承諾する撮影業者（建築写真専門業者）とする。

事項について行う。調査結果は図面により記録し監督員に提出する。

　監督員と協議の上確認を行うこと。

ただし技能士に代わる者による施工の場合は監督員の承諾を得ること。

詳細は監督員の指示による。

監督員事務所

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ３部

● ●

●

●

建設発生土及び建設副産物処理計画書、報告書を提出すること。

産業廃棄物管理票（マニフェスト）制度により、適正な処理を行うこと。

産業廃棄物の処理を委託する場合は、運搬と処分についてそれぞれの許可業者と

処理委託料を記載した「処理委託契約書」により委託契約すること。

●

●

●

⑱

●

①

③

④

⑤ ●

①

②

●

3

③

④

●

●

●

●

〇 〇

〇 〇

10

４

● ● ●

①

●

●

●

〇

構外自由処分

　設計年月

　図面番号

設 計

A1：－

A3：－
縮　　尺

柴田　昌孝　　一級建築士　登録第245376号

　　　　構造設計一級建築士　登録第7060号

図　　名

管理建築士　柿本 惠　

１級建築士　登録第125566号

工事名称業務名称

建 築 特 記 仕 様 書 － １

令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設置工事

令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設計業務

意－０１

平成31年版

平成31年版

平成31年版

平成31年版

平成31年版

京都府船井郡京丹波町大朴　地内

スタンド屋根 鉄骨造 １

11,982.9

　　令和元年11月

〇 〇 〇

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

16

〇

●

5

6

84.6059.20



折板葺

(13.3.2)

※

※

※

※

○

種類（

重ね形

鉄鋼製（上塗り ※折板色　○

はぜ締め形

耐　力

板厚（㎜）

○

※

）　防火性能（

○嵌合形 

○

）

無し

○ｽﾃﾝﾚｽ鋼製

(表13.2.1）

）

0.6 0.8

３０分

有り(軒先面戸・換気面戸)

形式による区分

山　　高　（㎜）

山ピッチ （㎜）

材料による区分

軒先面戸板

けらば変形防止材

塗装溶融亜鉛めっき鋼板

●

●

無機質高充填ﾌｫｰﾑ裏貼り）　厚さ（25

　設計年月

　図面番号

設 計

A1：－

A3：－
縮　　尺

柴田　昌孝　　一級建築士　登録第245376号

　　　　構造設計一級建築士　登録第7060号

図　　名

管理建築士　柿本 惠　

１級建築士　登録第125566号

工事名称業務名称
令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設置工事

令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設計業務

○

※フレッシュコンクリートの試験  

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章

６

コ

ン

ク

リー

ト

工

事

項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

鉄

骨

工

事

７鉄筋の種類

溶接金網

(5.2.1)

(5.2.2)

網目の形状、寸法

異形鉄筋 ※

※

○

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

種類の記号

Ｄ１６以下

Ｄ１９以上

径（㎜）

一般建築物の柱・梁の

主筋に適用する

備　　　　　　考

(表5.2.1)

鉄

筋

工

事

５

鉄筋の継手

(5.3.4)

※SD295AはＦｃ:21以上の場合、壁筋及びスラブ筋に適用する

○ 種類

品質確認方法、修正方法等

機械式継手 工法

○

○柱に取付る梁の引張り鉄筋の定着長さ

※構造図による

※構造図による

鉄筋継手位置

鉄筋のかぶり厚さ

(5.3.5)

施　工　箇　所　等 最 小 か ぶ り 厚 さ（㎜）

Ｄ１９以上

Ｄ１６以下

○

部　　　　　位 接　　合　　方　　法 重ね継手の長さ

○重ね継手

※重ね継手

○機械式継手

※

○

標仕表5.3.2

による

※

※

柱・梁の主筋

その他

圧接完了後の

試験 (5.4.9)

試験方法 ○引張試験※超音波探傷試験

○

６

コ

ン

ク
リー

ト

工

事

コンクリートの

強度

設計基準強度 (Ｆc)

※

打　設　部　位

構造体

土間コンクリート

捨コンクリート

軽量コンクリート

無筋コンクリート

構造体コンクリートの発注強度は以下のとおりとする。

基礎

上部

※

※

※

※

※

※

Ｆc

○

○

○

○

○

○

(N/㎜２）

※

○

※

※

※

※

スランプ

○

※

○

○

○

○

(cm)

標仕6.14.1による

備　　　　　　考

２１

２１

１８

１８

２１

１８

１５

１５

１５

１５

１５

１５

１８

１８

１８

１８

１８

１８

｛Ｆｃ ＋構造体強度補正値（Ｓ）｝N/㎜２ 

（6.14.1によるもの及び土間ｺﾝｸﾘｰﾄは構造体強度補正は行わない）

混和材料 混和剤 ※

セメントの類別 ※

○

普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ

高炉セメントのＢ種

アルカリシリカ反応性による区分 ※Ａ（無害） ○

○電気炉酸化ｽﾗｸﾞ※砂利(JIS A5308),砕石(JIS A5005) ○高炉ｽﾗｸﾞ骨材 粗骨材

○再生骨材H

細骨材 ○高炉ｽﾗｸﾞ ○電気炉酸化ｽﾗｸﾞ

○銅ｽﾗｸﾞ ○ ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ

○再生骨材H

混和材 ※

※ Ⅰ類 ○ Ⅱ類類別

  3/11～  7/20 

※

予想平均気温

普通

南部地域（京都市(一部を除く)、旧八木町、旧園部町以南の市町村）

北部地域（宮津市、旧加悦町以北の市町）

早強

　(℃)

３

N/㎜２

６

N/㎜２

補正値

 11/16～ 3/5

南部地域 中部地域

 11/ 1～ 3/10

北部地域

構造体強度補正値 気温による構造体強度補正値（Ｓ）

中部地域（上記以外の市町、旧美山町及び旧京北町含む）

  9/11～ 11/15   9/1 ～ 11/5 

  3/11～  7/10

  9/1 ～ 10/31

期　　　間　　　（打　設　日）

 11/ 6～ 3/10

  3/6 ～  6/30

型枠（せき板） 合板の規格

合板の材種

厚さ（㎜）

打放し仕上げのせき板

※

○

合板せき板を用いる場合

合板せき板を用いない場合

○

○

○

せき板の種別

種 　別

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

※

※

※ ○

板　面　の　品　質

○

○

○

　　施　　　工　　　箇　　　所

１２

広葉樹合板、針葉樹合板又はこれらの複合合板

外部に面する打放し仕上げの打増し厚さ ○

コンクリートの

試験

軽量コンクリート

スリーブ スリーブの材種

水密を要する地中部分等

水密を要しない地中部分等

上記以外の円形スリーブ

適　　用　　箇　　所

※

※

※

○

つば付き鋼管

つば幅50㎜以上の鋼板を溶接したもの）

溶融亜鉛めっき鋼板

材　　　種　　（　規　格　そ　の　他　）

種別

施工箇所

○ １種 ※ ２種

寒中コンクリート

日平均気温が25度を超える期間（打設日）地　　域

※

北　部　地　域

中　部　地　域

南　部　地　域 ７月 １ 日～９月１０日

７月２１日～８月３１日

７月１１日～８月３１日

補 正 値

暑中における構造体強度補正値（Ｓ）

※ ６N/mm２

○ ３N/mm２

○ＪＩＳ形高力ボルト 

※すべり耐力試験

試験方法等

○5

高力ボルト

セットの種類 １類（F8T相当）

摩擦面の処理

○図示による

溶融亜鉛めっき

(18.3.2)

錆止め塗料 塗料の種別

鉄鋼面の錆止め塗料(7.8.3)

○

○

表18.3.1による Ａ種※ ○ Ｂ種

○亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

○

○

耐火被覆材の接着する面への塗装

鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面（鉄骨に溶接されたものに限る）

表18.3.2による

○

○表18.3.1による

○※ Ａ種 ○ Ｂ種 Ｃ種

※ Ａ種 Ｂ種○

○行わない 行う○

※図示による

７

鉄

骨

工

事

鉄線の径 mm

径（㎜）

○

○リン酸塩処理

すべり耐力等の確認方法

ブラスト処理（表面粗度５０μｍRz以上）

すべり係数試験 ※行わない

○ 行う 試験方法等 ○図示による

７

鉄

骨

工

事

鉄骨の製作工場

鋼材の種別

施工管理技術者

(7.1.3)(7.1.4)

(7.2.1)

高力ボルト ボルトの区分 トルシア形高力ボルト

(7.2.2)

○省略する

(5.5.2)

(5.5.3)

○ 種類

品質確認方法、修正方法等

工法溶接継手

○機械式継手

○溶接継手

○溶接継手

機械式継手及び溶接継手のあき

○

※構造図による

○表5.3.3による

○表5.3.4による

鉄筋コンクリート用防錆剤(JIS A 6025)防錆剤 ※

コンクリートの

種類 (6.2.1)

(6.2.2)

(6.2.4)

(6.3.1)

(6.3.1) （適用箇所　　　　　　　　　　　　）

(6.3.1)

○

○

シリカセメント

）

○コンクリート用シリカフューム(JIS A 6207)

○コンクリート用高炉スラグ微粉末(JIS A 6206)

○コンクリート用膨張材(JIS A 6202)

(6.14.1)

(表6.2.1)

普通コンクリート※種類 ○

(6.3.2)

(表6.3.2)

(Ｓ）

※6.8.3(b)(1)

※6.8.3(b)(2)

※6.8.3(b)(2)

(6.8.2)

(6.8.3)

(6.2.5)

(表6.2.4)

「合板の日本農林規格」の「ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板の規格」による合板

ひび割れ誘発目地の位置、形状及び寸法 ○

(6.9.2)

～(6.9.5)

(6.10.1)

(6.8.3)

(表6.8.1)

t/m3

○ 不可○ 可常時土又は水に直接接する部分の使用

11

暑中コンクリート

(6.12.2)

13マスコンクリート 施工箇所

セメントの種類 ○中庸熱ポルトランドセメント

○

○

○

○

低熱ポルトランドセメント

高炉セメントＢ種

フライアッシュセメントＢ種

混和材料 混和剤 AE減水剤又は高性能AE減水剤(JIS A 6204)※

○

混和材 ○フライアッシュのⅠ種若しくはⅡ種(JIS A 6201)又は

○

高炉スラグ微粉末の3000又は4000(JIS A 6206)

スランプ ※ ○

⑭ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ車の

過積載防止対策等 提出するとともに、検査時に提示しなければならない。また、ミキサー車１台毎の

積載量が把握できる集計表を検査時に提出しなければならない。

○

(7.4.2)

(7.2.2)

普通ボルト

(7.2.3)

○ボルト径

※図示による

○ボルト径

○

(7.1.3)

材質、形状及び寸法 ※ ○図示による

(7.4.2)

ｶﾞｽ圧接継手

ｶﾞｽ圧接継手

硬質ポリ塩化ビニル管（JIS K6741 のＶＵ）

以上、径200㎜を超え350㎜以下は厚0.6㎜以上）

（径200㎜以下は厚0.4㎜

フライアッシュセメントのＢ種（適用箇所

AE剤、AE減水剤又は高性能AE減水剤のⅠ種(JIS A 6204)

フライアッシュ(JIS A 6201)Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種

２０mm

 8以上

 8未満

 5以上

 5未満

 0以上  0以上

８

コ

ン

ク

リー

ト

ブ

ロ

ッ

ク

・

Ａ

Ｌ

Ｃ

パ

ネ

ル

・

押

出

成

形

セ
メ

ン

ト

板

工

事

補強コンクリート

(8.2.2)

～(8.2.4)

ブロックの種類

コンクリートの設計基準強度 Ｆo（N/㎜２）

充填用及びまぐさ

上記以外

※16（Ｃ種）普通ブロック

※

※ 21 以上

○

○

○16-W（Ｃ種）防水ブロック

○ ○ 2350

ブロック造

※

2 ブロックの種類

間仕切壁、地下二重壁、外壁、塀

外壁の化粧積み 空洞ブロック 16-W

(表8.3.1)

塀化粧ブロック

ブロック塀の基礎及び控壁のコンクリートの設計基準強度 Ｆo（N/㎜２）

※ 18 以上

○ 有 （ ）

各部の配筋 図示による

空洞ブロック 16

○

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ帳壁

及び塀

3ＡＬＣパネル

(8.4.2)

～(8.4.5)

パネルの種類

○ ※

(表8.4.3)(表8.4.4)

1180

○ ※ 640

○ ※ 980

単位荷重(N/㎡)

○Ａ種

※Ｂ種

※Ｃ種

○Ｄ種

○Ｅ種

厚さ(㎜)

100※

○

○ 100

※ 100

○

※ 100

○ 150

○

○ 3530

○ 1960

○

○

21 以上

各部の配筋 ※図示による

(8.3.2)

(表8.4.2)

※

※ F種

F種

※ 有り（

○ 無し

耐火性能

時間）

※ 有り（

○ 無し

時間）

※ 有り（

○ 無し

時間）

※ 有り（

○ 無し

時間）

適　　　用　　　箇　　　所 種  類　 の　 記　 号

構　　　法

外壁

間仕切

屋根

床

※

※建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。

4 種類

○

○

外壁

間仕切り

施工箇所

※無石綿タイプ（タイプⅡ）

※

○

○

※

○

○

フラットパネル

デザインパネル(図示)

タイルベースパネル

フラットパネル

デザインパネル(図示)

タイルベースパネル

○

○

○

○

○

○

厚さ（㎜）

○

○

○

○

Ａ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｃ種

工　法

※

（

○

○

（

※

有り

無し

有り

無し

耐火性能

時間）

時間）

３５

５０

６０

３５

５０

６０

押出成形ｾﾒﾝﾄ板

(8.5.2)(ECP) 表 　面　 形 　状

本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を満足させること。

・

アイボルト○両ねじボルト

パイプ式

○

○

羽子板ボルト

割枠式

※

※

ボルトの種類

胴の種類

(7.2.6)

ターンバックル

構造関係共通図（鉄骨標準図）による

溶接接合 開先の形状

(7.6.4)

(7.6.7)

○図示による

○

○

○○図示による（　　　　　）試験の要領

行わない技能資格者

(7.6.3) ○

※

行う

溶接作業者の技量付加試験

図示による　（図に無い場合は鉄骨設計基準による）※

高力ﾎﾞﾙﾄ、普通ﾎﾞﾙﾄのｹﾞｰｼﾞ､ﾋﾟｯﾁ、ﾍﾘあき等

(7.3.2)

仮組 (7.3.10) ○実施する

実施しない

部位（ ）

○

溶接作業者における

構造関係共通図（鉄骨標準図）による

スカラップの形状

○改良型スカラップ

○図示による ○

デッキプレート

(7.2.7)(7.7.8)

材質、形状及び寸法 ※ ○

○ 有 ○ 無

適用箇所 ※ ○図示による

図示による

工作図

～(8.5.5)

適用する

溶接部の試験

○※ 行う 行わない

工場溶接の場合○

AOQL

検査水準

○

AOQL

(7.6.11)

完全溶込溶接部の超音波探傷試験

○ ○

○

○ ○

繊維混入ケイ酸カルシウム板

耐火被覆

(7.9.2)

種別

○乾式吹付ロックウール

○

○

半乾式吹付ロックウール

○耐火板張り ○

○

○ ○

○

高断熱ロックウール

○ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り

○

-

適用箇所（部位･部分）材　料　・　工　法種　別

材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする

○

○

○

○

性 能

３０分耐火

１時間耐火

２時間耐火

３時間耐火

適　用　箇　所　（部　位　・　部　分）

性能

湿式ロックウール

耐火材巻付け

耐火材吹付け○

工事現場溶接の場合

4.0% 2.5%

4.0% 2.5%

～(7.9.7)

アンカーボルト 適用

○

材質 ○ SNR400B

アンカーフレームの形状及び寸法

○

材質 ○ SS400

種別

柱底均しモルタルの厚さ

○ Ａ種 ○ ○Ｂ種 Ｃ種

○ ○５０mm ３０mm

(表7.10.1)

柱底均しモルタル モルタルの種別

(7.2.9)

○

○ ○

(7.10.3)

(7.2.4)

図示による

アンカーボルトの保持及び埋め込み工法

※ ○無収縮モルタル

(7.10.3)

厚さ ○※

※ Ａ種工法 ○ Ｂ種

図示による

構造用アンカーボルト

建方用アンカーボルト

第６水準（節全て）

(旧(社)全国鐵構工業協会）の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める

※建築基準法第７７条の５６第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として

認可を受けた(株)日本鉄骨評価センター　　(株)全国鉄骨評価機構

受けた工場　　同等以上の能力のある工場

○

○

塩害の受けるおそれのある部分等、耐久上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

軽量コンクリートで土に接する部分の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

気乾単位容積質量

(6.13.1)

(6.13.2)

普通ポルトランドセメント

15cm

及び

又は

溶接材料

(7.2.5)

溶接材料

※

○

○

標準仕様書 7.2.5(a)(b)による

図示による

11

エンドタブの切断

15

区　　　分

ﾊﾟﾈﾙ

ﾊﾟﾈﾙ

ﾊﾟﾈﾙ

ﾊﾟﾈﾙ

外壁ﾊﾟﾈﾙの工法

ﾊﾟﾈﾙ幅の最小限度を300mm以下とする場合○

ﾊﾟﾈﾙの出隅及び入隅のﾊﾟﾈﾙ接合部並びにﾊﾟﾈﾙと他部材との取り合い部の目地幅

○

mm

適用する 適用しない○

mm

外壁ﾊﾟﾈﾙの工法

※

※建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定める。

本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を満足させること。

○ 図示による ○ mm

出隅及び入隅のﾊﾟﾈﾙ接合部目地の目地幅

ﾊﾟﾈﾙ相互の目地幅

※ 15 mm ○ mm

伸縮目地への耐火目地材の充填

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分を考

慮した強度を確認のうえ、施工計画書を提出すること。

開口の大きさ 切断後のﾊﾟﾈﾙの残り部分の幅

設ける場合

ﾊﾟﾈﾙを切り欠

く場合

ﾊﾟﾈﾙに開口を 短辺

長辺

短辺

長辺

（JIS G3452 の黒管に厚さ6㎜以上、

予想平均気温が表6.3.2に示す予想平均気温未満の場合には標仕第６章第１１節

（寒中コンクリート）による。

※砂(JIS A5308),砕砂(JIS A5005)

（細骨材でｽﾗｸﾞ類を使用する場合は

　　　　　　　　　　監督員の承諾を得ること）

受注者は、出荷伝票等を整理・保管し、監督員の請求があった場合は、遅滞なく

監督員の承諾する工場（標準仕様書7.1.1以外の適用範囲に限る）

①

③

④

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑨

⑫

①

②

③

④ ●

⑥

⑦

⑧

⑩

⑫

⑬

⑭

⑯

⑰

⑱

●

①

建 築 特 記 仕 様 書 － ２
意－０２

　　令和元年11月

2

5

8

10

｢（ ○Ｓ  ○Ｈ  ○Ｍ  ●Ｒ  ○Ｊ　）グレード｣として、国土交通大臣から認定を

9

９

屋

根

及

び

と

い

工

事

性能 ※

満足させること。

本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を①

②

建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した工法を品質計画により定める。

※ 製品・製造所：ヨドルーフハゼ90　山高90mm　(株)淀川製作所　同等

90

300

断熱材張り　〇行う



　設計年月

　図面番号

設 計

縮　　尺

柴田　昌孝　　一級建築士　登録第245376号

　　　　構造設計一級建築士　登録第7060号

図　　名

管理建築士　柿本 惠　

１級建築士　登録第125566号

工事名称業務名称
令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設置工事

令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設計業務

意－０３

Ｓ 平屋建棟Ｉ 倉庫－３

棟

棟
棟
棟
棟
棟

建物名称 構造

ＲＣ

ＲＣ

階数

平屋建
平屋建
平屋建

建築面積 延べ床面積

Ａ

Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ

既存建築物

確認済証 検査済証 備考

棟
Ｓ
Ｓ

平屋建

合計

改め

建築面積 延べ床面積

合計

改め

棟 平屋建

建築面積 延べ床面積

申請面積

合計

小計

前回申請建築物

放送室

屋外トイレ
倉庫－１ Ｓ 平屋建

平屋建
平屋建

クラブハウス Ｓ
クラブハウス
小屋

棟Ｇ
Ｈ

Ｓ
Ｓ

9.550
48.460
48.460

9.550
47.080 47.080

48.460
48.460

6.2126.212

9.100 9.100
23.700 23.700
26.370 26.370平屋建倉庫－２
26.370 26.370

増築建築物

平屋建棟Ｊ 浄化槽建屋 ＲＣ 84.240 84.240

スタンド屋根Ｋ Ｓ

建物名称 構造 階数

第一器具庫

付 近 見 取 図 　 求 積 図 ・ 求 積 表
A1：1/100

A3：1/200

6,000 6,000

3,000 12,000 3,000

18,000

4
,
4
5
0

2
5
0

4
,
7
0
0

1
,
0
0
0

3
,
7
0
0

1,000 16,000 1,000

求 積 図 　 　 　 1:100

①

〇Ａ

〇Ｂ 〇Ｃ

柱 柱 柱

18,000

4
,
7
0
0

符号 計　㎡

○1

計算式

求積表

16.000　　×　　 3.700 59.20

〇Ａ

〇Ｂ
18.000　　×　　 1.000 18.00

3.70 1.000　　×　　 3.700

3.70 1.000　　×　　 3.700〇Ｃ

84.60329.542329.542

329.54329.54

329.54 329.54

329.54 329.54

増築建築物

　　令和元年11月

工事対象外

　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃

84.600

84.600

84.60

84.60

414.14

建築面積

延べ面積

59.20

59.200

59.200

59.20

59.20

388.74



1

164.14

1
2
.
0
6

1 164.14 12.06 1,979.5284 989.76420

2

125.
98

53.78

2 125.98 53.78 6,775.2044 3,387.60220

3

163.65

2
6
.
8
0

3 163.65 26.80 4,385.8200 2,192.91000

4

147.16

20
.
2
9

4 147.16 20.29 2,985.8764 1,492.93820

5

138.
56

8.31

5 138.56 8.31 1,151.4336 575.71680

6

137.02

8.
83

6 137.02 8.83 1,209.8866 604.94330

7

139.09

8.
23

7 139.09 8.23 1,144.7107 572.35535

8

142.94

8.
01

8 142.94 8.01 1,144.9494 572.47470

9

115.84

2.52

9 115.84 2.52 291.9168 145.95840

10

113.
49

1.
18

10 113.49 1.18 133.9182 66.95910

11

113.49

13.37

11 113.49 13.37 1,517.3613 758.68065

12

86.86

7
.
9
9

12 86.86 7.99 694.0114 347.00570

1330.73

7.30

13 30.73 7.30 224.3290 112.16450

14

27.93

1
0
.
0
6

14 27.93 10.06 280.9758 140.48790

1528.50 1
.
6
1

15 28.50 1.61 45.8850 22.94250

合       計 11,982.90350

敷 地 面 積 11,982.90 m2

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

敷地面積　求積図・求積表1:250

　設計年月

　図面番号

設 計

縮　　尺

柴田　昌孝　　一級建築士　登録第245376号

　　　　構造設計一級建築士　登録第7060号

図　　名

管理建築士　柿本 惠　

１級建築士　登録第125566号

工事名称業務名称
令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設置工事

令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設計業務

敷 地 面 積 　 求 積 図 ・ 求 積 表
A1：1/250

A3：1/500 意－０４

　　令和元年11月



　設計年月

　図面番号

設 計

縮　　尺

柴田　昌孝　　一級建築士　登録第245376号

　　　　構造設計一級建築士　登録第7060号

図　　名

管理建築士　柿本 惠　

１級建築士　登録第125566号

工事名称業務名称
令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設置工事

令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設計業務

配 置 図

91.4ｍ×54.9ｍ

91,400

5
4
,
9
0
0

照明柱Ｈ 照明柱Ｇ 照明柱Ｆ 照明柱Ｅ

1
7
,
0
0
0

5
5
,
0
0
0

1
6
,
7
5
0

8
8
,
7
5
0

照明柱Ａ 照明柱Ｄ照明柱Ｃ照明柱Ｂﾌｨｰﾙﾄﾞ＋15,850 ﾌｨｰﾙﾄﾞ＋15,850 ﾌｨｰﾙﾄﾞ＋15,850 ﾌｨｰﾙﾄﾞ＋15,850

30,000 15,000 15,000 30,000

26,000 10,000 6,000 26,000

ﾌｨｰﾙﾄﾞ＋16,330
地上高：14,000

（17m－22cm-15N） （17m－22cm-15N）
地上高：14,000
ﾌｨｰﾙﾄﾞ＋16,330

（17m－22cm-15N）
地上高：14,000
ﾌｨｰﾙﾄﾞ＋16,330

（17m－22cm-15N）
地上高：14,000
ﾌｨｰﾙﾄﾞ＋16,330

（17m－22cm-15N）
地上高：14,000

（17m－22cm-15N）
地上高：14,000

（17m－22cm-15N）
地上高：14,000

利用者用ｽｲｯﾁ盤

エリアⅣ

エリアⅠ エリアⅡ

エリアⅢ

1,000 1,000

1,000

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

6
5
0

地上高：14,000
（17m－22cm-15N）

敷地境界線

10
,0
00

敷
地
境
界
線

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地

境
界

線

敷地境界線 敷地境界線

小屋

第
一
器
具
庫

放送室
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倉庫-1《鉄骨造平屋建て 9.55㎡》
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キュービクル【既存】

倉庫-2《鉄骨造平屋建て 26.37㎡》

倉庫-3《鉄骨造平屋建て 26.37㎡》

クラブハウス《鉄骨造平屋建て 48.46㎡》

【既存建物－Ｅ】

【既存建物－Ｊ】

浄化槽建屋《鉄筋コンクリート造平屋建て 84.24㎡》

A1：1/250

A3：1/500 意－０５
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申請建物【ｽﾀﾝﾄﾞ屋根】：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板折板葺き　片流れ　18,000×4,700 【増築建物－Ｋ】
《鉄骨造平屋建て 59.20㎡》

申請建物設置基準点

DATE：20191028 ｽﾀﾝﾄﾞ寸法整理

　　令和元年11月
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断面図【現況】　　1:150

東立面図【改修】　　　1:150

平面図【改修】　　　1:150

Ａ-Ａ断面図【改修】　　1:150
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　設計年月

　図面番号

設 計

縮　　尺

柴田　昌孝　　一級建築士　登録第245376号

　　　　構造設計一級建築士　登録第7060号

図　　名

管理建築士　柿本 惠　

１級建築士　登録第125566号

工事名称業務名称
令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設置工事

令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設計業務

平 面 図 　 立 面 図 　 断 面 図
A1：1/150

A3：1/300 意－０６

　　令和元年11月

屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板折板葺き　t=0.8
山高90



2
,
8
5
0

2
0
0

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ地盤

梁天端

3,650

850 850 850400 700

3
0
0

4
,
4
5
0

4
,
7
5
0

1
5
0

8
0
0

5
0

屋根設置地盤《現況土地盤面》
1
,
0
3
5

3
,
8
8
5

最高の高さ

6,000 6,000

3,000 12,000 3,000

18,000

4001,200200

10

2.0

竪樋：硬質塩ビ製 60φ ｶﾗｰ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ：850×850×H=800

Fc=21、sr=15

割石地業〇ア 150
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鉄骨柱：250□×16
DP塗装（耐候性塗料塗　2級：ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂系）
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屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板折板葺き　t=0.8
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　図面番号

設 計

縮　　尺

柴田　昌孝　　一級建築士　登録第245376号

　　　　構造設計一級建築士　登録第7060号

図　　名

管理建築士　柿本 惠　

１級建築士　登録第125566号

工事名称業務名称
令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設置工事

令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設計業務

平 面 詳 細 図 　 断 面 詳 細 図
A1：1/50 1/30

A3：1/100 1/60 意－０７

DATE：20191019
断面詳細図　　　1:30

平面詳細図　　1:50

　　令和元年11月

山高90

雨水排水管：VP100φ【別途】 雨水排水管：VP100φ【別途】

鉄骨柱：250角　3か所

ｺﾝｸﾘｰﾄ製雨水排水桝：400角市販品【別途】

2か所

既存樹木の枝撤去（4本程度）
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　図面番号

設 計

縮　　尺

柴田　昌孝　　一級建築士　登録第245376号
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管理建築士　柿本 惠　
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令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設置工事

令和元年度 グリーンランドみずほ

ホッケーグラウンドスタンド屋根設計業務

意－０８
雑 詳 細 図

　　令和元年11月
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